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竹林は土砂災害の元凶なのか？？

オンライン竹ミーティング
20200424

竹林 土砂
災害

最近の新聞報道やメディアで、
竹林と土砂災害を結びつけるような内容の

記事が増えているが。。。

ほんとのところ
どうなの？？
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崖崩れ
地すべり

⼟⽯流

⼟砂災害（⼟砂移動現象）の種類

⼟砂移動現象のメカニズム図（イメージ）
●崖崩れ・表層崩壊（おおむね深さ５ｍ以内）

●地すべり（おおむね深さ５ｍ以上）
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根っこが深い
（岩盤層まで届いている）

根っこが浅い（３０cm程度）
（ほとんどが表層土まで）

表⼟層

岩盤層

●⽵林と広葉樹の根茎の違い

H13～H16 における山地災害データ調査結果による
豪雨による崩壊深度と発生件数（黒川ほか，2005）

胸高断面積と根系の最大深さ

苅住曻：樹木根系図説，誠文堂新光社，p.1112，1979

土砂移動現象のメカニズムに
竹の植生の影響はさほど大きくない

竹林 土砂
災害×

では、なぜ崖崩れや地すべりが発生している
ところで竹林が多いのか？？

？？

5

6



2020/4/30

4

⇒1960年代以前のモウソウチクの植栽

⇒ 社会情勢の変化・⽵林の放置

⇒ 放置された⼆次林等への
モウソウチクの侵⼊・拡⼤

そこで、⽵林の分布拡⼤に着⽬︕

＜参考文献＞
鳥居厚志・井鷺祐司(1997):
京都府南部における竹林の分布拡大,日本生態学会誌,No.47,pp.31‐41.

＜仮説＞
⼟砂災害が起きやすい場所に
⽵林が拡⼤しているのでは︖︖

放置⽵林が拡⼤
全体の⽵林⾯積は
拡⼤傾向

栄養分が豊富な⼟壌があり、⽇当たり、
⽔分供給が申し分ない斜⾯の放棄耕作地

⽵林
（ほぼ放置⽵林）

耕作地
（放棄耕作地が拡⼤）

☟
特に農作業効率が悪い
斜⾯での耕作地

が放棄

⽵林が斜⾯の放棄耕作地を侵⾷しながら拡⼤

⽵林の分布拡⼤の実態やメカニズム

たけのこ
⽣産⽵林

⼀⽅でたけのこ⽣産⽵林
など管理⽵林の⾯積は減少

⽵にとってはパラダイス︕

なだらかで
表⼟が厚く
適度な⽔分
を有する斜⾯
→⼟砂災害
リスク⾼い
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放棄耕作地に⽵林拡⼤することで
⼟砂災害のリスクが⾼まる︖︖

●竹の根茎が密な表層土層は、透水性が高まり
地下水を貯留、流下しやすい特徴がある。

●竹は水を好み、地下水が集まりやすい斜面に
拡大していく。（凹地状地形など）

都市周辺山麓部の放置竹林の拡大にともなう土砂災害危険性

Landslides - Journal of the Japan Landslide Society
Vo1.41, No.4 (2004) , November, pp.323-334

＜参考文献＞
日浦啓全・有川崇・ドゥラドゥルガバハドゥール

放棄された茶畑への竹の侵食
（放棄耕作地が竹林へ）

●静岡での放置⽵林拡⼤の事例
静岡市近郊の中⼭間地域の斜⾯では果樹栽培、茶栽培とし
て利⽤されていたが、昭和40年代以降は農業の衰退により
放棄され、そこに⽵林が繁茂、拡⼤していった。
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清⽔区⼤内地区の⽵林拡⼤の推移（1976→2009）

2009年（平成21年）5⽉

1976年（昭和51年）3⽉

約30年で⽵林⾯積が
約7倍に拡⼤

斜⾯に果樹園（みかん等）
が広がっていたが、その後
放棄され、⽵林が拡⼤

清⽔区⼤内観⾳⼭の⽵林拡⼤

急傾斜崩壊危険箇所

１９７６
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清⽔区⼤内観⾳⼭の⽵林拡⼤

急傾斜崩壊危険箇所

２００９

2014台風18号での斜面崩壊事例
静岡市清水区大内地区
急傾斜崩壊危険個所（対策実施箇所）
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斜⾯崩壊

降 ⾬

地下⽔上昇（間隙⽔圧上昇）

植⽣良い⾯ 悪い⾯

・根系による土壌の緊縛効果
・根系による杭効果
・樹幹による侵食防止効果
・根系吸水による間隙水圧
低減効果（サクション効果）

・根系進展に伴う地盤透水性
の向上による排水促進

・樹木揺動による地盤ゆるみの発生
・根系侵入による岩盤割れ目の開口
と崩壊助長

・根系による岩盤の風化
・根系進展に伴う地盤透水性の向上
による浸透量増加

（間隙水圧上昇，細粒分の流出）

＜参考文献＞
今井久 樹木根系の斜面崩壊抑止効果に関する調査研究 ハザマ研究年報（2008.12）

結論（仮）
竹は柔らかい土壌・適度な水分を好む特性から、

透水性がよく土層が厚い斜面
地下水が集まりやすい斜面

いわゆる、「崩壊危険度」の高い斜面に
竹が広がってしまった。

結果的に、⼟砂災害のリスクが⾼い斜⾯での
⽵林⾯積が広がり、⽵林での⼟砂災害発⽣の
確率が⾼くなっている。（のではないか︖︖）
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●最後に⽵が⼟砂災害の抑制に寄与した事例を紹介

裏⼭の⽵林が崩壊⼟砂を受け⽌め、
⼟砂流出のコースを変え、
住宅を守った事例
（Ｈ23.10 静岡市葵区桂⼭）

裏⼭の⽵林が⾃然の防護柵
的な役割を果たしている。
「しなり」の効果を発揮︕

ありがとうございました。

19

20


